
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２４日（火）に第３回「長橋小学校・色内小学

校統合協議会」を開催しました。各部会からこれまで

の協議概要の報告があったほか、『学校づくり部会』か

ら統合校の校名・校歌・校章について提案があり、協

議を行いました。 

 
長橋小学校・色内小学校 

統合協議会ニュース 
 《第３号》 平成２７年４月発行 

『学校づくり部会』からの報告と提案 

 

☆第３回統合協議会を開催しました☆ 
 

これまでの部会で、両校の教育活動などについて共通認識を図ってきたこと、統合

にあたっては、両校が積み上げてきた良いところを新しい学校づくりの観点で見直し、統合校に取り入

れる考え方で進めていくこととした旨報告がありました。部会では、色内小が行っている「読み聞かせ」

や「小樽案内人ジュニア」など地域ボランティアと連携した取組や長橋小の外部人材やボランティアを

活用した体験的な学習などについて、引き続き統合校で取り組んでほしいとの意見が出され、これらの

意見を踏まえて、次回以降の部会で、新しい学校づくりの考え方を協議していくとの説明がありました。 

 児童の事前交流については、昨年９月１７日に色内小児童(１～４年生)が長橋小を訪れ、学校施設の

見学会を行った旨報告がありました（裏面参照）。平成２７年度は、まず１学期の遠足で交流を行う予

定で、目的地を含め交流内容など、両校で検討を進めている旨説明がありました。 

新しい学校づくりに向けて・児童の事前交流について 

『学校づくり部会』の丹川部会長（長橋小教頭）から、昨年７月４日及び今年３

月２日に開催した部会の概要について報告がありました。 

統合校の校名等については、他の統合協議会の協議結果などを参考に、両校が納得できるよう話し合い

を行ってきた旨説明がありました。部会では、“色内小の長い歴史に敬意を払うことは大事であるが、今後、

忍路中央小と塩谷小との再編もプランで示されていることもあり、校名については、その動向を見極めた

上で再検討することがふさわしいのではないか”“今後の統合の際に、その時の子どもたちを交えて話し合

ってほしい”との意見があった旨報告があり、最終的に部会として、次のとおり提案がありました。 

統合校の校名・校歌・校章について 

～ 部会提案 ～ 

長橋小と色内小との統合に際しては、長橋小の校名、校歌、校章を使用することとしたい。 

協議会で、部会提案のとおり了承され、統合校は『長橋小』の校名、校歌、校章を使用することとなりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

両校における地域との連携の取組状況などを参考に、部会で話し合い、両校の 

特色ある取組の継続を望む意見のほか、“必要があれば、町会として時間を決めて見守り活動などがで

きれば良い”といった通学の安全確保に関連する意見があった旨報告がありました。地域との連携に

ついては、『学校づくり部会』で協議している新しい学校づくりにも関わるが、まずは次回以降の部会

で、統合校と地域との取組などについて検討していくとの説明がありました。 

 ＰＴＡ組織等に関することは、部会の中で両校のＰＴＡ組織等についての共通認識を持ったこと、

今後両校のＰＴＡで話し合っていくこととした旨報告がありました。 

『学校支援部会』からの報告 

 

第４回統合協議会の日程については、決まり

次第、市のホームページでお知らせします。 

学校と地域の連携について・ＰＴＡ組織に関することについて 

『学校支援部会』の渡辺部会長（色内小教頭）から、昨年８月２５日に開催し

た部会の概要などについて報告がありました。 

統合により、色内小校区から長橋小へ通学する際の想定され

る主な通学経路や注意・危険箇所などについて、統合時の児童の分布状況を見ながら協議した旨報告が

ありました。想定された通学経路としては、①稲穂５丁目２５～２７番・長橋２丁目１～１４番の地域

は、塩谷街道、もしくは旧国道のバス通り、②長橋１丁目１～１７番の地域は、砂留踏切からバス通り、

もしくは砂留トンネル上から国道５号を経由しスーパーシガ前を通り、いずれも長橋十字街から長橋小

に向かうルートが考えられ、塩谷街道については、なるべく早い段階で旧国道に下りた方が良いかもし

れないなどの意見が出されました。これらの意見を踏まえて、部会メンバーで通学経路の現地確認を夏

期と冬期の２回実施しており、今後、対応策などについて検討していく旨の報告がありました。 

通学の安全確保について 

◆問合せ◆ 事務局  

小樽市教育委員会 適正配置担当 

電話 0134-32-4111（内線 537）  

FAX  0134-33-6608 

E ﾒｰﾙ gakko-tekisei@city.otaru.lg.jp 

 

統合する色内小校区 

長橋１丁目１～１７ 

稲穂５丁目２５～２７ 

長橋２丁目１～１４ 

塩谷街道 

砂和会館 

砂留踏切 

砂留トンネル上 

スーパーシガ 

長橋十字街 

長橋小へ 

国道５号 

バス通り 

◆ 色内小校区から長橋小への主な通学経路 ◆ 
～ 長橋小の施設見学会 ～ 

昨年９月１７日、色内小児童(１～４年

生)が長橋小の施設見学を行いました。

長橋小の校長先生に挨拶の後、教頭先生

の案内で校内を探検。“靴箱がたくさん

ある”“学校裏に列車が走っている！” 

など、初めて入る

学校にみんな興味

津々でした。 

 

 
こんにちは！ 

ここは図書室です！ 

階段を上がります 


